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環 境 重 点 取 り 組 み

2010年の環境機能の目指す姿として掲げた『世界に誇れるレクサス工場として、環境世界

NO.1企業を実現する。』ため2008年度は４つの基本方針にそれぞれ具体的な目標を立てて

環境保全活動に取り組みました。特に「第４次環境取組みプランの必達」については、２

０１０年を目前にして目標を必達すべく全社一丸となり地道な改善を積み上げ、ＣＯ２削

減活動に取り組みました。また、弊社の環境に対する考えや活動を積極的に情報発信する

場として、社会貢献活動推進の一環としてエコ＆アクアセンターの見学コースをリニュー

アルし、多くの方々にご来場いただきました。これまでに取り組んできた温暖化防止対策

排出物低減、化学物質の低減につきましても、引き続き各種活動を推進いたしました。

世界Ｎｏ１
地域Ｎｏ１
をめざす

ＣＯ２・ＶＯＣ・廃棄物
（ｾﾞﾛｴﾐの達成・維持）

リスクの最小化

地下浸透未然防止
（土壌汚染、地下水汚染の防止）

異常・苦情ゼロ

臭気・騒音対応
排水管理

地域とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

順法 未然防止

環境ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ
向上

ＴＯＹＯＴＡ
ＥＭＳ
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TOYOTA MOTOR KYUSHU 2009

環境保全活動

環 境 方 針

トヨタ自動車九州（以下トヨタ九州）では、環境保全の取り組みを経営の最重要課題と位置づけ、

「基本理念」「トヨタ地球環境憲章」に基づいて「環境方針」を制定し、全社を挙げより良い地球環境の

実現と地域の繁栄に取り組んでいます。

●豊かな21世紀社会への貢献　
　 豊かな21世紀社会へ貢献するため、環境との調和ある成長を目指し、

　 車両の開発段階から積極的に参画し、生産から廃棄の全ての段階でゼロエミッションに挑戦します。

　

●環境技術の追求

　 環境と経済の両立を実現するトップレベルの新技術の開発と定着に積極的に取り組みます。

●自主的な取り組み

　 未然防止の徹底と環境法規を遵守することはもとより、地域の環境課題を踏まえた自主的な改善計画を策定し、

　 環境保全の向上に継続的に取り組みます。

●社会との連携・協力

　 関係会社との協力はもとより、地域社会との連携・協力関係を構築し、

　 環境保護の活動に積極的に取り組みます。

環

境

方

針

Ⅰ.基本方針　
●豊かな21世紀社会への貢献　
　 豊かな21世紀社会へ貢献するため、環境との調和ある成長を目指し、

　 事業活動の全ての領域を通じて、ゼロエミッションに挑戦します。

●環境技術の追求　
　 環境技術のあらゆる可能性を追求し、環境と経済の両立を実現する新技術の開発と定着に取り組みます。

●自主的な取り組み　
　 未然防止の徹底と法基準の遵守に努めることはもとより、

　 地球規模、及び各国・各地域の環境課題を踏まえた自主的な改善計画を策定し、継続的な取り組みを推進していきます。

●社会との連携・協力　
　 関係会社や関連産業との協力はもとより、政府、自治体を始め、環境保全に関わる社会の幅広い層との連携・協力関係

　 を構築していきます。

Ⅱ.行動指針
●いつも環境に配慮して

　 生産・使用・廃棄の全ての段階でゼロエミッションに挑戦

(1)トップレベルの環境性能を有する製品の開発・提供　　　(3)未然防止の徹底

(2)排出物を出さない生産活動の追求　　　　　　　　　　　　　 (4)環境改善に寄与する事業の推進

●事業活動の仲間は環境づくりの仲間　
　 関係各社との協力

●社会の一員として　

　 社会的な取り組みへの積極的な参画
(1)循環型社会づくりへの参画　　　(3)事業活動以外でも貢献

(2)環境政策への協力

●より良い理解に向けて　
　 積極的な情報開示・啓発活動

Ⅲ.取り組み体制
●経営トップ層で構成するトヨタ環境委員会による推進
　

ト
ヨ
タ
地

球

環

境

憲

章
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◇仕入先様及び協力会社を含めた連結環境体制

　・欧州ＲＥＡＣＨ規制対応

　・トヨタリック九州、ハローライフとの連携強化

　（内部監査によるＥＭＳ構築への支援）

　・昨年５月グリーン調達ガイドライン説明会対象仕入れ先様へのフォロー

　・トヨタリック九州、ハローライフとの連絡会

◇連結会社への支援

　・トヨタリック九州／ハローライフとの環境教育と異常苦情ゼロ活動

◇サスティナブル・プラント活動

　・小倉工場従業員による５千本ボランティア植樹

＜小倉工場＞

　・小倉工場サスティナブル基本構想企画

　・宮脇先生による森作り講演会／１万本ボランティア植樹

＜エコ、アクアセンター＞

　・エコ、アクアセンターの改修後公開（見学者　２５４名）

　・見学者安全対策、体験型及び雨天時説明パネル採用等

◇サスティナブル工場化

　・小倉工場をモデルとして、サスティナブル工場化推進（森作り等）

　・エコセンター、アクア（環境体験場）活用で社会貢献活動推進

Ⅳ．ＣＳＲ向上に向けた取組み

◇ＩＳＯ１４００１更新審査への対応

・業務／作業の有益な環境影響評価（追加）と活動展開

・小倉工場のＥＭＳ構築と内部監査での成立性検証

＜ＩＳＯ１４００１サーベイランス受審体制の整備＞

　・内部監査（10月）／サーベイランス（12月）

　・管理部門の環境影響評価見直し検討等

　・内部監査員の計画的増員及び育成実施

＜エコファクトリー活動／監査＞

　・苅田２期／小倉工場：現地、現物監査を計画実施

◇教育と監査レベルアップ

　・間接部門の本来業務とリンクする仕組みにスパイラルアップ

　・環境教育と内部監査のレベルアップ

　・苅田２ライン／小倉工場のＥＭＳ構築、外部審査準備推進

　・小倉工場：エコファクトリー企画による確実な環境リスク防止推進

Ⅲ．環境マネジメントシステムの充実

◇塗装ＶＯＣ排出量低減

　・更なる高い社内目標を掲げ推進

◇社外処理リサイクルの徹底した減量活動

　・汚泥、塗料粕等の含水率低減による減量化

◇排出物の発生源での低減活動

　・加不低減、廃材リサイクル、歩留り向上等

＜日常改善活動＞

　・ＶＯＣ量低減（中塗りシンナー・上塗りベース回収等）

　・バンパー塗着効率向上

　・アクアＣ処理水（RO膜によるろ過）再利用化実機評価

◇資源の有効活用（排出物・ＶＯＣ・水）

◇第５次プランの取組み項目設定と目標値の策定

　・オールトヨタ生産環境会議討議

　・トヨタ環境委員会承認

＜ＣＯ２排出量国内取引制度試行＞

　・自工会＋車工会での統合参加

◇経団連行動自主計画目標達成に向けたシナリオ作成

年間取り組み事項目標

◇非稼動時エネルギームダゼロ化活動

　・停止設備全体把握／実施率の見える化

　・一斉設備停止／立上げソフト検討

　・一人ひとりが徹底したムダの撲滅活動

＜工場非稼動時間帯エネルギーミニマム化推進＞

　・休日送気改善／休日設備電源切／休日パトロール等

　・各ショップ非稼動電力把握と停止設備調査

　・改善テーマ積上げ：154件　ＣＯ２削減効果：9,930ｔ／年

◇ＣＯ２低減活動

Ⅰ．第４次環境取組み

　　　　　　　　プラン(～2010年)の必達

◇過去のトラブル・ヒヤリ事例のフォロー

　・設備/作業の見直しと徹底

◇徹底した感覚公害未然防止

　・環境パトロールの継続監視

◇廃水処理及び廃棄物運搬処理での確実な展開

　・オールトヨタ対応事例の情報分析と再検証

＜小倉・宮田工場建設時の環境対応＞

　 ・協議会による着工前地元説明会及び環境パトロール実施

　・雨天時水質チェック、異常なしを確認後排水

＜地域要望・意見事項の吸い上げと対応＞

　・笠松地区環境会議出席

　・笠松地区クリーンキャンペーンへ参加

＜オールトヨタ異常苦情事例の展開＞

　 ・廃棄物運搬時落下防止強化等

◇徹底した感覚公害防止

Ⅱ．環境異常・苦情のゼロ活動

２００９年度の活動計画実施事項

２００８年度重点取り組み

2008年度 環境取り組み 実施報告

TOYOTA MOTOR KYUSHU 2009
環境保全活動

07



TOYOTA MOTOR KYUSHU 2009

環境保全活動

環 境 マ ネ ジ メ ン ト

◆環境マネジメントの推進
弊社では、専務取締役を委員長とし役員と各部長で構

成される環境委員会において、各種の取り組みや課題の

検討を行っています。その結果を受け、全社を挙げて環

境保全活動を推進するため、全ての部署に環境保全の

　責任者と管理者、推進員を配置し、それぞれの立場で積

　極的な活動に取り組んでいます。　

〈環境保全組織図〉（2009年9月）

経営管理部
経理部

人事総務部

IT企画室

Ｒ＆Ｄ推進センター

生産技術部

技術・生産企画部

技能系人財育成センター

品質保証部

(宮田工場)
部品部

(宮田工場)
工務部・TPS推進室

(宮田工場)
塗装部

(宮田工場)
車体部

苅田・小倉工場
管理室

(宮田工場)
組立部

(小倉工場)
ハイブリッド部

(苅田工場)パワートレーン部・
エンジニアリング部

環
境
保
全
責
任
者(

部
長
級)　

環
境
保
全
管
理
者(

課
長
級)

環
境
保
全
推
進
員(

係
長
級)　

環
境
保
全
事
務
局

環
境
委
員
会

経

営

層

監
査
チ
ー
ム

運
用
管
理
責
任
者

環境保全組織内の指示、報告系統

内
部
監
査
範
囲

環
境
委
員
会
へ
の
報
告
及
び

環
境
委
員
会
で
の
決
定
・
指
示
系
統

内
部
監
査
の
指
示
、

報
告
系
統

環境マネジメントシステムの組織的・継続的な改善を確認するため、トヨタ九州では外部機関による審査と内部監査を定期的に
実施しています。

●サーベイランス

○内部監査

2005年

●サーベイランス

○内部監査

2006年

◎更新・拡大審査

○内部監査

2007年

●サーベイランス

○内部監査

2002年

●サーベイランス

○内部監査

2003年

◎更新審査

○内部監査

2004年

●サーベイランス

○内部監査

◎更新審査

○内部監査

●サーベイランス

○内部監査

●サーベイランス

○内部監査

◎認証取得

2008年2001年2000年1999年1998年

〈 ISO14001の歩み 〉

08



TOYOTA MOTOR KYUSHU 2009
環境保全活動

環 境 保 全 活 動

●７２枚のソーラーパネル

太陽の光を蓄えて電気

をつくることが出来るソ

ーラーパネル。

二酸化炭素削減に効果

的です。

◆エコセンターリニューアル

●ソーラー風力装置と花壇

花壇への散水に利用する電力は太陽光と
風力を利用しています。植物は私達の目を
楽しませ気持ちを癒してくれるだけでなく、
空気中にある二酸化炭素も吸収してくれま
す。

●廃材の利用

廃材を利用して作ったベンチなど、リサイク
ルの実例をご覧いただけます。

処理した水で金魚を飼っています。

廃プラは車止めやブロック縁石に生まれ変
わります。

●弊社では一般によく知られている３Ｒに、さらに２つのＲを加えた５Ｒ活動をしています。

○Ｒｅｆｉｎｅ（リファイン）

　　　ゴミがでにくい材料にかえる

○Reduce（リデュース）

　　　ゴミがでにくい加工法を考える

○Reuse（リユース）

　　　廃棄物を再利用する

○Recycle（リサイクル）

　　　廃棄物を別の使い方に利用する

○Retrieve Ｅｎｅｒｇｙ（リトリーブ・エネルギー）

　　　廃棄物を燃やして出る熱を利用する

●ゴミを資源に変える

「廃棄物を出さないこと。やむなく発生した場
合は再資源化を図り、それでも有効利用で
きないものは燃料化などの熱エネルギー資
源として徹底的に利用すること」を原則に、
２００１年にゼロミッションを達成し、それを
永久的に継続できるよう取り組んでいます。

●ゴミの分別

従業員一人ひとりがゴミを分別しています。エコセンターでは、集められたゴミの確認と計量をしてい
ます。

●ご見学対応
昨年は学校教育の一環等
多くの方々にご見学いただ
きました。
今後も多くの方々にご来場
いただけるようＰＲ活動に
力を入れ、取り組んでいき
たいと思っています。

●バイオマイティー

微生物が汚れた水をキレイにするお手伝い。

水中の汚れを栄養として食べて分解します。

●砂ろ過　・　活性炭処理

石や砂が層になってぎっしり詰まったタ
ンクに水を通して汚れをとります。バイ
オマイティー、砂ろ過を通った後の水を
さらに活性炭処理でキレイにして河川
に放流します。

①原水槽 ②凝集反応槽 ③加圧浮上 ④生物処理

一定の濃度になる
よう汚れた水を溜
める

汚れを凝状にし集
めて大きくする

空気を入れて汚れ
を浮かし浮上した
汚れはリサイクル

微生物が呼吸する
ために空気を送る

⑤ろ過 ⑥ろ過

砂に汚れを付着さ
せてキレイな水に
する。

活性炭に汚れを付
着させて、さらにキ
レイな水にする。

◆エコセンターリニューアル トヨタ自動車九州では、弊社の環境に対する考えや活動を積極的に情報発信する場として、社会貢献活動推進の一環としてエコ＆アクアセンターの見学コースを

リニューアルし、多くの方々にご来場いただきました。（詳細は弊社ＨＰでもご覧になれます。）
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